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令和4年産米づくりに向けた水田管理

病害虫防除のポイント

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　 市原 志信さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　森 俊彦さん

　近年は異常気象が頻発し、水稲の収量・品質の変動が大きくなっていま

す。気象変動に強い生産に心がけ、令和4年産水稲の安定した収量・品質

の確保を図るため、冬期の準備作業を確実に行いましょう。

１　土づくり

(1)稲わらのすき込み　

　収穫後に残っている稲わらは、地力の維持・向上のための貴重な有機

物です。できる限り焼却などで処分せずに、稲刈り後すぐにすき込みます。

やむを得ず稲わらを搬出する場合には、堆きゅう肥を投入しましょう。

【堆きゅう肥投入の例】

・牛糞：1～2㌧／10㌃　・豚糞：0.5～１㌧／10㌃

(2)けい酸資材の投入　　　

　稲は「けい酸植物」とも言われ、多量のけい酸分を必要とし、収穫後に

還元する稲わらやかんがい水による補給分だけでは不足することになり

ます。冬期の耕うん前にけい酸資材を散布し、稲わら等と同時にすき込

み、収量・品質の向上を図りましょう。いもち病や倒伏が心配される田で

は、特に積極的に使用しましょう。

【けい酸資材投入の例】

・農力アップ けい酸 Plus＋：60㌔（3袋）／10㌃

２　寒起こし（田起こし）

　農閑期の耕うんは、土壌中の有機物の分解を促して地力向上につなが

るほか、多年生雑草（クログワイ、オモダカ）の塊茎を枯死させるなど雑草

防除にも有効です。

　また、スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の越冬貝を駆除する効果もあ

るため、昨年被害があった水田では、次の冬期対策を実施しましょう。局

所的な作業ではなく、地域の取り組みとして実施すると効果的です。

(1)冬期耕うん（発生水田では必ず実施）

　厳寒期（1～2月）に土壌が乾いた状態で、トラクターの走行速度を遅く

し、ロータリーの回転を速め、土壌を細かく砕くように実施すると効果的

です。また、トラクターを移動する前に泥を落とすなど、別の水田へ貝を持

ち込まないようにしましょう。

(2)水路泥上げ（発生量が多い場合に実施）

　用排水路の泥上げは、越冬場所

を無くして越冬貝を減らす効果が期

待できます。殺貝効果が高い厳寒

期に実施し、掘り上げた泥をスクミ

リンゴガイが発生していない水田に

持ち込まないよう注意しましょう。

　イチゴは、ハダニ類や灰色かび病などの病害虫が発生すると、草勢の衰

えや果実の品質低下を招きます。気温が高い日が続くと、ハダニ類の発生

が増加し、曇雨天が続くと、灰色かび病や菌核病が多発する可能性がある

ので、注意が必要です。

■ハダニ類

　ハダニ類は、気温が低くなる厳寒期は増殖スピードが遅くなりますが、

ハウスの出入口や暖房機周辺は、温度上昇により、スポット的に増殖しや

すくなります。寄生密度が高まると、葉の表面に艶がなくなり、葉の裏はカ

スリ状の症状を呈した後、葉や果梗などにクモの巣状の巣網を張って群生

します。薬剤を散布しても散布液がハダニ類に付着しにくいため、十分な

防除効果が期待できません。

　収穫の端境期で寄生密度が低い１月中下旬や、収穫量が増える前の２月

下旬から３月上旬に、黄化した葉やマルチに張り付いた葉を除去した後、

葉裏を中心に防除を実施してください。こまめにハダニ類の発生状況を確

認し、防除が遅れないように注意しましょう。

■灰色かび病

　イチゴの灰色かび病は、果実、茎葉、葉柄、花弁、ガク、果梗などを侵し

ますが、特に果実に発生すると褐変または軟化腐敗し、商品価値が無くな

り、著しく減収します。本病の発生適温は１５～２３℃で、９０％以上の多

湿条件が７２時間以上続くと発病します。灰色かび病が発生した部位や枯

死した部位は除去し、ハウス内から持ち出して処分してください。

　また、ハウス通路に刻んだ稲わらを敷くことで、調湿作用により灰色か

び病の被害抑制が期待できます。かん水は、日射量に応じた少量・多回数

とし、畝から通路へ水が染み出る程度に

管理することが大切です。夜明け前の早

朝に葉の縁に水滴があれば、かん水量は

適量ですので、日射量に応じた水管理と

日中のハウス内換気に注意して、灰色か

び病の被害を抑えましょう。

イチゴ

水稲

スクミリンゴガイ

イチゴの葉裏に寄生するナミハダニ 多発したハダニ類がクモの巣状の巣網を張った株 枯死した果梗部に発生した灰色かび病

種を播く2～3週間前に完熟堆肥2㌔/㎡、苦土石灰100㌘/㎡を施してよく耕します。1週間前には化成肥料（畑作名人
N-P-K=13-13-13など）100㌘/㎡を施します。

幅60～70㌢、高さ10㌢程の畝に黒マルチを掛けます。黒マルチを張ると地温が高まるため、発芽が良くなるとともに、雑
草が繁茂するのを抑えることができます。

マルチに30㌢間隔の穴をあけ、タネを播く前日に水をたっぷりと掛けて水分を確保しておきます。

穴を開けたところにビンの底などでクボミをつけて、1カ所に4～5粒の種を播き、1㌢ほど土をかけて、手のひらで軽く押さ
えます。

畝に支柱（1.5～1.8㍍位）を半円形になるように60㌢間隔で差し込んで（地中に30㌢程差し込む）、骨組みを作り、ビニー
ルやポリエチレンのフィルムで覆います。

フィルムは隙間の無いようにピンと張って、土をフィルムの裾に盛りしっかりと固定します。

風の無い日に二人で作業するとよいでしょう。（両端に分かれて）

風でフィルムが飛ばされないように、さらにトンネルの上から支柱やひもで押さえます。（バタつかないように）

発芽が揃ったら1回目の間引きは、本葉1～2枚までに行います。2回目の間引きは本葉3～4枚の頃に行い、1カ所に2本残
します。3回目は本葉6～7枚の頃しっかりとした株を1本にします。

3回目の間引きをした後、追肥をします。化成肥料（畑作名人などN-P-K=13-13-13）30～50㌘/㎡を株の周りにまき
ます。

3月頃になるとトンネル内が30℃を超えるため換気をします。はじめは日中にトンネルの裾を上げ、夕方閉めるようにしま
す。または、トンネルの上部に直径5㌢の穴を開ける方法でも構いません。換気が早すぎると「トウ立ち」の危険があり、遅
すぎると高温障害を起こすので、時期や穴の開け具合に注意が必要です。4月上旬にはビニールをはがします。

収穫は、首の太さが直径8㌢程度、重さ1㌔くらいが収穫適期です。早播きしたものは根が短めになりますが、遅く播いたも
のは長くなります。

ダイコンのトンネル＋
マルチ栽培に挑戦！

今月の
テーマ

　家庭菜園ではどうしても冬から早春にかけて採れる野菜が少ないです。ですが、ダイコンなどの根菜類やホウ
レンソウなどの葉菜類は、ビニールトンネルを使えば比較的簡単に栽培できます。
　ダイコンは通常、温度が10℃以下になると花芽ができ、暖かくなって日が長くなるとその花芽が大きくなって
「トウ立ち（＝抽台）」します。しかし、ビニールトンネルを設置して苗を保温すると、トンネル内は夜間が10℃
以下になっても、昼間は気温が高くなるため、夜間の低温が昼間の高温で帳消しになり花芽ができません。この
ように、ダイコンでは22～23℃が4時間以上続くことで、「トウ立ち」しなくなります。

おすすめ
品種

：

：

：

：

：

：

極晩抽性で一般地、暖地の春どりトンネル栽培が可能。肥大性に優れ、肌がきれいで高品質。
晩抽性で低温肥大性に優れる。病気に強く作りやすい品種。
極晩抽性でやや短根ですが、トンネル栽培に向いている総太り型の春ダイコン。

●春の守（サカタのタネ） 
●つや風（タキイ種苗）       　
●大師（タキイ種苗）

かみ

だい し

畑 の 準 備

種 ま き

間 引 き

追 　 　 肥

換 　 　 気

収 穫

図１　作型目安

ダイコン
（トンネルマルチ栽培）
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　収穫播種 トンネル 換気

1415 じゃん !  2022.1じゃん !  2022.1
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